
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標に向かって最後までやり抜く 
 

校長 笠井 賢吾 

令和６年度 重点教育目標・スローガン 

 

 

 

 

  

 

 

２月も下旬を迎え、日を追うごとに陽の光も柔らかく温かい日が多くなってきました。冬休み明

けから取り組んだスキー学習も、雪の少なさからグラウンドへの雪山造成ができず、スキー場での

学習のみとなりましたが、２回ともスキー学習の前に降雪があり、状態のよい中で、充実した学習

を行うことができました。当日は、ボランティアの皆様にも指導の補助をしていただきました。心

よりお礼申し上げます。 

さて、令和６年度も残り１か月を切りました。先日の参観日及びＰＴＡ全体会には、お忙しい中、

ご来校、ご参観いただきありがとうございました。これまで学校だよりでは、上記の重点教育目標・

スローガンを毎月掲載させていただきました。この目標やスローガンに向けて１年間取組を進めて

まいりました。東小学校、そして子どもたちの姿はいかがだったでしょうか。日々の子どもたちの

姿や、保護者の皆様からいただいたアンケート結果からも、確かな成長を確認することができまし

た。 

先日のＰＴＡ全体会でもお話しましたが、皆様からいただいたアンケートから、お子さんは「友

達となかよくできている」という回答が多くありました。また、「早寝早起き朝ごはん」の習慣は、

「よくあてはまる」の回答が大幅に増えました。規則正しい生活が健康な心身をつくり、学習など

に向かう積極性や挑戦する意欲、友だちを思いやる心につながっていきます。ご家庭でのご協力に

心より感謝申し上げます。読書については、前期よりも後期の方が読書をする子どもが増えました。

しかし、「本を読む子とあまり読まない子が半数ずつ」というところが課題の一つと考えています。

以前の学校だよりでも掲載しましたが、本を読むことで様々な事柄を想像することができ、また、

登場人物と自分の生き方や考え方を比べたり、共感したりすることができます。本を読むことは、

人の心を成長させると言われています。急速な情報化で、子どもたちの周りには情報が溢れていま

す。スマートフォンやタブレットなどから情報を収集・取捨選択して情報を活用する力も必要です。

しかし、情報に振り回されることがないよう、自分自身の心をしっかりと成長させてほしいのです。

学校では、図書室の充実や読書活動に力を入れていますが、ご家庭でもお子さんと一緒に読書をし

ていただければありがたいです。 

これからの１か月は、寒暖を繰り返しながらも春に向けて季節は一歩ずつ進むことでしょう。最

後までしっかりと「やり抜く」ことを通して、子どもたちの成長を、子どもたち、教職員一同、そ

して保護者の皆様と喜び合いたいと願っています。 

千歳市立東小学校  学校だより  NO.１２ 

 

  千歳市立東小学校 校長 笠井 賢吾 

令和７年２月２８日（金）発行 ℡ ２１－３２００ 
学校ホームページ https://chitose-edu.jp/higashi-e/   HP の QR ｺｰﾄﾞ 

 

ひ がし

 

◆子どもに安心感 ◆保護者と共有感 ◆教職員の一体感 

がある東小学校 

～ 笑顔いっぱい 元気にチャレンジ さいごまで ～ 



 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


